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瀬
戸
内
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
て
、
行
政
ま
た
は
民
間
で
の
豊
か

な
職
務
経
験
を
生
か
し
、
深
い
見
識
、

豊
か
な
発
想
力
と
熱
意
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
副
市
長
・
教
育
委

員
（
教
育
長
）
を
、
市
役
所
内
外
を
問

わ
ず
幅
広
く
募
集
を
行
い
ま
し
た
。（
応

募
結
果
　
副
市
長
候
補
85
人
、
教
育
委

員
（
教
育
長
）
候
補
34
人
）

　
第
一
次
審
査
と
し
て
経
歴
・
課
題
論

文
な
ど
に
よ
り
書
類
選
考
を
行
い
、
合

格
者
を
対
象
に
二
次
審
査
の
個
別
面
接

を
９
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）
に

行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
候
補
者
が
決
定
し
た
後
、
議

会
へ
人
事
案
件
と
し
て
提
案
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　　
本
市
の
定
額
給
付
金
申
請
書
の
受
付

期
限
は
、
10
月
20
日
（
火
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
支
給
状
況
は
、
本
市
の

対
象
世
帯
１
４
、
７
８
９
世
帯
の
う
ち
、

１
４
、
３
５
５
世
帯
に
支
給
さ
れ
て
お

り
、
支
給
率
は
９
７
・
０
７
％
、
支
給

額
は
６
億
３
、
６
６
８
千
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
し
な
か
っ
た

人
は
、
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

未
申
請
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
一

人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
は
、

保
健
福
祉
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　　
岡
山
県
は
、
平
成
21
年
度
末
を
も
っ

て
岡
山
県
住
宅
供
給
公
社
を
解
散
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
公
社

で
分
譲
を
行
っ
て
い
る
「
オ
リ
ー
ブ
団
地

牛
窓
」（
牛
窓
町
長
浜
）に
つ
い
て
、
本
市

へ
の
買
取
協
議
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛
窓
は
、
牛
窓
町
時

代
に
お
け
る
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
、

住
宅
供
給
公
社
に
よ
り
団
地
開
発
が
行

わ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
市

が
買
収
し
て
売
却
す
る
こ
と
で
、
市
場

性
の
あ
る
価
格
設
定
で
の
分
譲
や
、
新

規
需
要
の
呼
び
込
み
な
ど
、
既
存
分
譲

団
地
で
あ
る
東
町
ひ
ま
わ
り
団
地
、
牛

窓
西
浜
団
地
と
の
一
体
的
販
売
に
よ
る

定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　　
備
前
広
域
環
境
施
設
組
合
で
は
、
ご

み
処
理
施
設
の
処
理
方
法
検
討
講
習

会
、
先
進
地
現
地
視
察
、
環
境
影
響
評

価
な
ど
施
設
建
設
に
向
け
た
具
体
的
検

　
　

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市

と
し
て
も
、
費
用
対
効
果
の
試
算
も
含

め
、
多
方
面
か
ら
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　　　
独
立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
…

ネ
ド
）
の
１
０
０
％
補
助
を
受
け
て
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
、
７
月
27
日
に
選
定

委
員
会
を
開
催
し
、
委
託
業
者
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
本
市
に
お
け
る
有
効
な
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
検
討
し
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　　
全
国
13
園
の
う
ち
沖
縄
県
の
２
園
は

す
で
に
将
来
構
想
を
策
定
済
み
で
す
が
、

他
の
11
園
で
は
、
現
在
も
入
所
者
自
治

会
を
中
心
と
し
て
、
将
来
構
想
策
定
に

向
け
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
の
長
島
愛
生
園
・
邑
久
光
明
園

に
つ
い
て
も
、
入
所
者
自
治
会
な
ど
を

中
心
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
将
来

構
想
検
討
会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
も
各

関
係
部
局
の
事
務
レ
ベ
ル
で
の
参
加
を

行
い
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
療
養

環
境
を
壊
さ
な
い
施
策
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
ど
を
関
係
機
関
と
協
議
・
協
力
し

な
が
ら
、
総
合
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　　
７
月
か
ら
子
育
て
支
援
医
療
を
開
始

し
ま
し
た
。
７
月
分
の
申
請
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
２
７
４
件
で
、
医
療
給
付
費

と
し
て
は
４
１
５
、
８
８
０
円
で
す
。

　
申
請
書
は
、
市
役
所
本
庁
、
各
支
所

を
は
じ
め
、
８
月
か
ら
は
市
内
各
医
療

機
関
に
も
置
い
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

の
健
康
保
持
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
瀬
戸
内
市
第
２
期
障
害
福
祉
計
画

に
お
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
事
業

に
取
り
組
も
う
と
す
る
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
現
れ
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
た
め
、
牛
窓
東
町
教
職

員
住
宅
の
う
ち
現
在
利
用
さ
れ
て
い
な

い
２
棟
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
活

用
が
で
き
る
よ
う
、
側
面
的
な
支
援
を

図
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　　
国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て

「
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
住
宅
を
喪
失
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
離
職
者
な
ど
で

あ
っ
て
、
就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲

の
あ
る
人
に
対
し
て
、
住
宅
手
当
を
支

給
し
、
住
宅
お
よ
び
就
労
機
会
の
確
保

を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
生
活
保
護
世
帯

の
増
加
が
見
ら
れ
る
た
め
、
当
事
業
の

対
象
者
数
や
申
請
件
数
な
ど
に
つ
い
て
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
対
象
者
数
の
推
計
値

な
ど
か
ら
予
測
し
、
所
要
の
事
業
費
を

算
定
し
て
い
き
ま
す
。

　　
が
ん
は
、
診
断
と
治
療
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
の
向
上
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

は
、
検
診
率
が
低
い
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
は
、
平

成
21
年
度
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

事
業
を
実
施
し
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
の
検
診
費
用
を
特
定
の
年
齢
の
人

に
つ
い
て
無
料
と
し
、
受
診
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
正
し
い
健
康
意
識
の
普

及
お
よ
び
啓
発
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
７
月
ま
で
に
検
診
を
終

了
し
て
い
る
た
め
、
再
度
平
成
22
年
１

月
に
集
団
検
診
の
実
施
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
個
別
検
診
が
で
き
る
よ

う
専
門
医
療
機
関
と
委
託
契
約
の
準
備

も
進
め
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
が
９
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
武
久
顕
也
市
長
と
福
池
敏
和
教
育
長
職
務
代
理
者
が

９
月
定
例
議
会
が
９
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
武
久
顕
也
市
長
と
福
池
敏
和
教
育
長
職
務
代
理
者
が

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
が
９
月
１
日
か
ら
開
か
れ
、
武
久
顕
也
市
長
と
福
池
敏
和
教
育
長
職
務
代
理
者
が

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
長
部
局

副
市
長
・
教
育
委
員
（
教
育
長
）の

公
募
状
況

子
育
て
支
援
医
療
の
実
施
状
況

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
促
進

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

定
額
給
付
金
の
支
給
状
況

備
前
広
域
環
境
施
設
組
合
の
活
動
状
況

岡
山
県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
オ
リ
ー

ブ
団
地
牛
窓
の
買
収
を
検
討

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
将
来
構
想
を

協
議

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を

支
援

住
宅
手
当
の
支
給
に
よ
り
住
宅
、
就

労
機
会
を
確
保

太陽光など自然エネルギーを活用

空から見たオリーブ団地牛窓（点線内）
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厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
幼
児

教
育
期
の
負
担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、

国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
、

本
年
度
も
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支

給
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
の
手
当
は
、
多
子
世
帯

の
負
担
軽
減
と
い
う
こ
と
で
、
第
２
子

以
降
の
子
ど
も
が
対
象
で
し
た
が
、
今

回
は
経
済
情
勢
が
引
き
続
き
厳
し
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
第
１
子
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
生
年
月
日
が

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
対

象
と
な
り
、
１
人
当
た
り
３
６
、０
０
０

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
基
準
日
は
、
10
月
１
日
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
で
は
、
９
３
０
人
が
対
象
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
、
12
月
11
日
以
降
受
付
を
開
始

し
、
対
象
世
帯
の
世
帯
主
の
口
座
に
振

り
込
む
予
定
で
す
。

　
な
お
、
20
年
度
版
の
子
育
て
応
援
特

別
手
当
の
支
給
状
況
は
、
対
象
世
帯
は

５
１
１
世
帯
で
あ
り
、
８
月
21
日
現
在

未
申
請
は
３
世
帯
で
す
が
、
期
間
内
に

は
申
請
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。
手
当

支
給
の
目
的
を
踏
ま
え
、
円
滑
な
事
務

執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　　
邑
久
町
福
中
に
計
画
中
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
運
営
予
定

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
藤
花
会
が
、
７

月
21
日
付
け
で
正
式
に
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
認
可
さ
れ
、
平
成
22
年
９
月
１

日
の
開
所
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

定
員
50
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
定
員

25
人
と
な
っ
て
お
り
、
待
機
者
の
解
消

を
は
じ
め
本
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
県
営
桟
橋
に
仮
設
の
前
島
フ

ェ
リ
ー
発
着
場
が
整
備
さ
れ
、
今
後
、

物
揚
場
護
岸
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
調
査
に
よ
り
機
能
低
下

が
著
し
く
、
早
期
着
手
が
必
要
と
さ
れ

た
フ
ェ
リ
ー
乗
場
の
改
修
工
事
も
本
年

度
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
県
か
ら
占
用
許
可
を
受

け
て
い
る
旧
観
光
セ
ン
タ
ー
、
エ
ー
ゲ

館
牛
窓
の
撤
去
を
早
期
に
進
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　　
邑
久
処
理
区
に
つ
い
て
、
本
年
度
施

工
予
定
の
山
田
庄
地
内
管
渠
工
事
は
発

注
に
向
け
て
、
現
在
事
前
の
家
屋
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
牛
窓
処
理
区
も
、
牛
窓
、
長

浜
地
内
の
管
渠
工
事
で
支
障
と
な
る
上

水
道
管
移
設
工
事
の
設
計
業
務
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
長
船
中
央
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
場
内
整
備
工
事
が
日
本

下
水
道
事
業
団
か
ら
発
注
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
汚
泥
処
理
設
備
工
事
お
よ
び

服
部
地
内
の
幹
線
管
渠
工
事
に
つ
い
て

も
、
９
月
中
に
発
注
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　　
美
和
・
牛
文
地
区
、
飯
井
地
内
の
管

路
工
事
お
よ
び
尻
海
地
区
、
庄
田
・
尻

海
地
内
の
管
路
工
事
を
発
注
し
、
着
工

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
美
和
・
牛
文
地
区
の
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
設
備
工
事
お
よ
び
尻
海
地

区
の
真
空
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
械

電
気
工
事
に
つ
い
て
も
、
９
月
上
旬
に

入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

処
理
区
に
つ
い
て
も
、
供
用
開
始
区
域

の
早
期
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　　
邑
久
幹
線
配
水
管
布
設
替
工
事
と
し

て
、
平
成
18
年
度
か
ら
年
次
計
画
で
、

邑
久
配
水
池
か
ら
邑
久
町
尾
張
地
内
ま

で
の
主
要
管
の
石
綿
管
改
良
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
邑
久
町
下
笠
加
地
内
の

県
道
部
を
６
５
０
　
程
度
改
良
す
る
た

め
、
９
月
中
に
は
入
札
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

　
ま
た
、
本
庄
地
内
の
配
水
池
建
設
工

事
も
、
用
地
の
地
権
者
と
買
収
交
渉
が

整
い
、
順
次
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
邑
久
処
理
区
公
共
下
水
道
工
事
に
伴

う
山
田
庄
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事
は
、

入
札
を
終
え
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
尻
海
地
区
、
庄

田
地
内
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
に

つ
い
て
は
、
仮
設
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
実
施
し
て
い
る
下
水
道
工
事

が
完
了
次
第
、
本
設
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
４
月
末

に
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
発
症
が
確
認
さ
れ

て
以
来
、
５
月
中
旬
に
国
内
で
初
め
て

感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
６
月
下
旬
に
は

岡
山
県
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
も
、
５

月
８
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で
の
間
に
、

１
０
３
人
が
発
熱
外
来
を
受
診
し
て
い

ま
す
。
７
月
末
で
、
国
内
の
感
染
者
数

は
５
千
人
を
超
え
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
発
表
の
世

界
の
報
告
数
は
、
約
16
万
２
千
人
を
数

え
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
、
８
月
29
日

ま
で
に
、
死
亡
者
数
は
７
人
を
数
え
て

い
ま
す
。

　
夏
休
み
が
明
け
て
学
校
が
再
開
さ
れ

る
と
、
さ
ら
に
感
染
が
急
激
に
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

発
熱
外
来
に
係
る
診
療
体
制
の
充
実
を

図
り
、
今
秋
以
降
の
第
２
波
の
流
行
に

備
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
総
務
省
が
推
進
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ

ウ
ン
構
想
（
情
報
通
信
技
術
を
集
中
的
、

効
果
的
に
活
用
し
て
、
地
域
住
民
が
生

活
利
便
の
向
上
、
安
心
・
安
全
を
実
感

で
き
る
街
づ
く
り
）
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、
総
務
省

に
対
し
て
「
せ
と
う
ち
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
事
業
」
の
申
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内

市
民
病
院
と
牛
窓
・
裳
掛
・
美
和
の
各

診
療
所
に
あ
る
患
者
さ
ん
の
診
療
情
報

を
、
相
互
に
確
認
し
な
が
ら
診
察
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
消
防
指
令
設
備
（
指
令
台
）
と
牛
窓

分
駐
所
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

に
つ
い
て
、
８
月
17
日
に
入
札
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
指
令
台
は
、
沖

電
気
工
業
（
株
）
中
国
支
社
が
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
は
、（
株
）
岡
山
森
田

ポ
ン
プ
が
落
札
し
ま
し
た
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
設
備
の
整
備
を

進
め
、
さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

結
果
に
つ
い
て
、
８
月
27
日
に
文
部
科

学
省
か
ら
デ
ー
タ
が
届
き
ま
し
た
。
本

調
査
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
４
月
に

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
教
科

は
、
小
学
生
が
国
語
・
算
数
、
中
学
生

が
国
語
・
数
学
の
各
２
教
科
で
す
。
ま

た
、
学
習
に
関
係
す
る
子
ど
も
た
ち
の

生
活
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
正
答
率
の
平
均
を
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も

向
上
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
子
ど
も
た

ち
本
人
へ
の
結
果
の
通
知
は
、
各
学
校

で
デ
ー
タ
の
分
析
・
検
討
の
後
、
９
月

中
に
直
接
手
渡
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）
お
よ

び
牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
建
築
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
７
月

31
日
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
体
の
工
程
は
、
解
体
工
事
が
９
月
上

旬
ま
で
、
内
部
お
よ
び
新
設
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
工
事
が
１
月
ま

で
、
駐
車
場
整
備
が
３
月
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

45

教
育
委
員
会
部
局

公
共
下
水
道
工
事
を
推
進

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

農
業
地
域
の
水
質
を
保
全

上
水
道
主
要
管
を
順
次
改
良

前
島
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
の
改
修
工
事

を
本
年
度
に
前
倒
し
し
て
実
施

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
り
地
域

医
療
の
体
制
を
整
備

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）お
よ
び

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
進
捗
状
況

消
防
設
備
の
更
新
で
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
21
年
度
版
）

を
実
施

新
設
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

進
捗
状
況

行政報告特  集

工事の進む牛窓支所庁舎

メ
ー
ト
ル



　
国
民
文
化
祭
は
、
「
文
化
の
国
体
」

と
も
い
わ
れ
る
わ
が
国
最
大
の
文
化
の

祭
典
で
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
人
々
が
集
い
、
普
段

か
ら
行
っ
て
い
る
文
化
活
動
の
相
互
理

解
、
全
国
規
模
の
交
流
・
発
表
な
ど
を

通
し
て
文
化
活
動
へ
の
参
加
の
気
運
を

高
め
、
新
し
い
芸
術
・
伝
統
・
文
化
の

創
造
を
促
し
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
、
国
民
参

加
型
の
祭
典
で
す
。

　
昭
和
61
年
に
第
１
回
大
会
が
東
京
都

で
開
催
さ
れ
、
以
降
毎
年
都
道
府
県
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
静
岡
県
で
、
10
月
24
日
か
ら
11
月
８

日
ま
で
の
16
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
「
備
前
お
さ
ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
」
事
業
展
開
の
方
針

①
多
く
の
人
が
誰
で
も
参
加
で
き
、
参

　
加
者
が
感
動
や
喜
び
を
実
感
で
き
る

　
場
と
な
る
祭
典

②
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
画
に

　
よ
る
瀬
戸
内
市
の
文
化
の
再
発
見
と

　
な
る
祭
典

③
地
域
文
化
交
流
に
よ
る
文
化
芸
術
活

　
動
が
向
上
す
る
祭
典

④
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
の
ふ
れ
あ

　
い
と
交
流
の
祭
典

　
千
年
の
歴
史
を
持
つ
刀
剣
。
刀
剣
と

い
う
と
硬
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
実
際

に
会
場
に
足
を
運
ん
で
、
本
物
を
見
て
、

刀
の
魅
力
を
思
う
存
分
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
事
業
の
内
容

①
お
守
り
刀
を
展
示
・
公
開

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

贈
っ
た
り
、
花
嫁
が
誠
実
な
心
の
証
し

や
魔
よ
け
と
し
て
挙
式
の
と
き
に
身
に

着
け
た
り
す
る
「
お
守
り
刀
」。
全
国

の
刀
匠
・
刀
職
者
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、
展
示
・
公
開

さ
れ
ま
す
。

②
刀
を
テ
ー
マ
に
し
た
銘
切
り
な
ど
の

　
体
験

　
見
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験
し

て
刀
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
銘

切
り
体
験
、
子
ど
も
体
験
講
座
で
は

ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
作
り
、
鍔
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
講
座
で
は
刀
の
鍔
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
着
物

を
着
て
、
お
守
り
刀
を
持
つ
、
刀
が
似

合
う
着
付
け
体
験
会
も
開
き
ま
す
。

③
刀
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
な
ど
を

　
開
催

　
著
名
な
講
師
を
招
き
、
一
般
の
皆
さ

ん
に
も
分
か
り
や
す
く
刀
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
講
演

を
聴
い
て
、
刀
へ
の
理
解
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

　
刀
剣
鑑
定
・
鑑
賞
会
、
刀
剣
の
手
入

れ
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。
刀
剣
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
刀
剣
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。

④
福
岡
の
大
市
と
市
民
参
加
文
化
事
業

　
を
開
催

　
同
フ
ェ
ス
は
、
瀬
戸
内
市
の
文
化
、

素
晴
ら
し
さ
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

・
福
岡
の
大
市
　
中
世
、
備
前
長
船
の

　
名
刀
が
普
及
し
た
背
景
に
は
、
福
岡

　
の
市
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
長
船
町

　
福
岡
の
市
場
小
路
で
、
住
民
の
皆
さ

　
ん
が
「
福
岡
の
大
市
」
を
開
催
し
、

　
地
元
特
産
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

・
菊
の
展
示
　
地
域
の
皆
さ
ん
が
丹
精 

 
 
    

　
込
め
て
育
て
た
菊
が
、
会
場
を
彩
り

　
ま
す
。

・
人
形
劇
　
瀬
戸
内
市
は
人
形
劇
の
ま

　
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
刀
に
ま
つ
わ
る

　
人
形
劇
を
上
演
し
ま
す
。

・
刃
文
ア
レ
ン
ジ
の
れ
ん
展
　
染
物
の

　
学
習
を
行
っ
て
い
る
公
民
館
グ
ル
ー

　
プ
の
皆
さ
ん
が
、
刃
文
と
鍔
を
モ
チ

　
ー
フ
に
し
た
の
れ
ん
を
制
作
展
示
し

　
ま
す
。

・
お
守
り
刀
前
結
び
着
付
け
シ
ョ
ー
　

　
お
守
り
刀
を
差
し
た
前
結
び
着
付
け

　
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

・
郷
土
料
理
で
お
も
て
な
し
　
郷
土
料

　
理
も
文
化
の
一
つ
で
す
。
地
元
の
皆

　
さ
ん
が
心
を
込
め
て
地
元
の
食
材
を

　
使
っ
た
料
理
で
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
を
お
出
迎
え
し
、
郷
土
文
化
と
料
理

　
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
第
25
回
国
民
文
化
祭
瀬
戸
内
市
実
行

　
委
員
会
事
務
局
（
市
社
会
教
育
課
内
）

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

５
６
０
１

　
平
成
22
年
10
月
30
日
〜
11
月
７

日
の
９
日
間
、
岡
山
県
内
の
全
市

町
村
で
第
25
回
国
民
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
、
68
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
、「
備
前
お
さ
ふ
ね

名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
平
成
22

年
10
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

の
２
日
間
、
備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣

の
里
・
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
・
長
船

町
福
岡
市
場
小
路
一
帯
で
実
施
し

ま
す
。

名刀は多くの工程を経て完成（写真左から）心・皮鍛接／鍛錬／素延べ／研ぎ
しん かわたんせつ

つ
ば

平
成
22
年
秋
、

　
　
国
民
文
化
祭
開
催

瀬
戸
内
市
は
「
備
前
お
さ
ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　
　
　
　
　
キ
ラ
リ
瀬
戸
内
　
来
て
！
　
見
て
！
　
ふ
れ
て
！
　
千
年
の
技

国民文化祭プレイベント国民文化祭プレイベント

刀剣文化講演会
＆

シンポジウム

国民文化祭プレイベント

刀剣文化講演会
＆

シンポジウム
平
成
22
年
秋
、

　
　
国
民
文
化
祭
開
催

広報 せとうち No.59 62009.107

　国民文化祭開催にあたり、大勢の　国民文化祭開催にあたり、大勢の

皆さんに刀についての理解を深めて皆さんに刀についての理解を深めて

もらうことと、同フェスを広く知っもらうことと、同フェスを広く知っ

てもらうため、備前おさふね刀剣のてもらうため、備前おさふね刀剣の

里で「刀剣文化講演会＆シンポジウ里で「刀剣文化講演会＆シンポジウ

ム」を実施します。刀に興味のあるム」を実施します。刀に興味のある

人もなかった人も、この機会にぜひ人もなかった人も、この機会にぜひ

会場へ足を運んでください。刀を身会場へ足を運んでください。刀を身

近に感じられるチャンスです。　近に感じられるチャンスです。　

　日時　11月15日（日）

　　　　午後１時30分～３時

　場所　備前おさふね刀剣の里　　備前おさふね刀剣の里　

　（備前長船刀剣博物館　研修館）　（備前長船刀剣博物館　研修館）

　参加料　無料（事前申し込みの場　無料（事前申し込みの場

　合は、当日同博物館への入場も無料）当日同博物館への入場も無料）

　内容　

　【基調講演】　【基調講演】

　　《テーマ》「刀剣文化を暮らしの　　《テーマ》「刀剣文化を暮らしの

　中に」～お守り刀を中心にして～　中に」～お守り刀を中心にして～

　◆講師　三上貞直さん（全日本刀　◆講師　三上貞直さん（全日本刀

　匠会副会長）

　【シンポジウム】　　【シンポジウム】　

　◆コーディネーター

　　大橋宗志さん（　　大橋宗志さん（（株）山陽新聞社山陽新聞社                              

　事業局次長）

　◆パネラー

　　三上貞直さん（全日本刀匠会副　　三上貞直さん（全日本刀匠会副

　会長）、川島一城さん（全日本刀　会長）、川島一城さん（全日本刀

　匠会中国・四国地方支部会員）、　　匠会中国・四国地方支部会員）、　

　大倉秀千代さん（福の市代表・こ　大倉秀千代さん（福の市代表・こ

　だわりうどん一文字代表）、野　　だわりうどん一文字代表）、野　

　泉さん（前結びきの和装学苑高等　泉さん（前結びきの和装学苑高等

　師範）、武久顕也瀬戸内市長　師範）、武久顕也瀬戸内市長

■問い合わせ・申込先

　第 25回国民文化祭瀬戸内市実行回国民文化祭瀬戸内市実行      

　委員会事務局（市社会教育課内）　委員会事務局（市社会教育課内）

　　０８６９－３４－５６０１

▽
▽

▽
▽

　国民文化祭開催にあたり、大勢の

皆さんに刀についての理解を深めて

もらうことと、同フェスを広く知っ

てもらうため、備前おさふね刀剣の

里で「刀剣文化講演会＆シンポジウ

ム」を実施します。刀に興味のある

人もなかった人も、この機会にぜひ

会場へ足を運んでください。刀を身

近に感じられるチャンスです。　

　日時　11月15日（日）

　　　　午後１時30分～３時

　場所　備前おさふね刀剣の里　

　（備前長船刀剣博物館　研修館）

　参加料　無料（事前申し込みの場

　合は、当日同博物館への入場も無料）

　内容　

　【基調講演】

　　《テーマ》「刀剣文化を暮らしの

　中に」～お守り刀を中心にして～

　◆講師　三上貞直さん（全日本刀

　匠会副会長）

　【シンポジウム】　

　◆コーディネーター

　　大橋宗志さん（（株）山陽新聞社               

　事業局次長）

　◆パネラー

　　三上貞直さん（全日本刀匠会副

　会長）、川島一城さん（全日本刀

　匠会中国・四国地方支部会員）、　

　大倉秀千代さん（福の市代表・こ

　だわりうどん一文字代表）、野　

　泉さん（前結びきの和装学苑高等

　師範）、武久顕也瀬戸内市長

■問い合わせ・申込先

　第 25回国民文化祭瀬戸内市実行   

　委員会事務局（市社会教育課内）

　　０８６９－３４－５６０１
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平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分

に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
直
下
型
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

６
、４
３
４
人
の
死
者
の
う
ち
９
割
が
建

物
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
そ
の
後

の
調
査
で
、
倒
壊
家
屋
か
ら
救
出
さ
れ

た
人
は
、
95
％
が
自
力
に
よ
る
脱
出
ま

た
は
、
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
に
よ
る

救
出
で
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
人
は
、
わ
ず
か

２
％
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
大
災
害
で
は
、
道
路
の
損
壊
、
水
道

管
の
破
損
や
停
電
な
ど
に
よ
り
都
市
機

能
は
ま
ひ
し
、
市
、
警
察
、
消
防
な
ど

の
防
災
機
関
も
十
分
に
対
応
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
助
（
自

分
自
身
を
守
る
こ
と
）・
共
助
（
近
隣

住
民
の
助
け
合
い
）
が
大
変
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
自
発
的
に
初
期
消
火
、
救
出
、

集
団
避
難
、
給
水
・
給
食
な
ど
を
行
う

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
常
時
に
は
、
地
域
の
防
災
環
境

（
危
険
個
所
、
避
難
所
、
避
難
経
路
）

の
確
認
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
実
施

な
ど
災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
を
し

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
初
期
消
火
や

救
出
・
救
助
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の

管
理
・
運
営
な
ど
人
命
を
守
り
、
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
当

た
り
、
活
動
に
使
用
す
る
小
型
動
力
ポ

ン
プ
、
給
水
タ
ン
ク
な
ど
の
資
機
材
の

購
入
費
用
や
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

の
啓
発
活
動
に
要
す
る
経
費
な
ど
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
支
援
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
地
域
安

全
推
進
室
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
地
域
安
全
推
進
室

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

３
９
０
４

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容

市
の
支
援
制
度
を
活
用

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
活
性
化
を
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　結成に当たっては、市地域安

全推進室に相談した上で、次の

手順を参考に行ってください。

①調査

　被害想定や過去の状況などを

調べ、自主防災活動の重要性を

確認する。

②タイプの選択

　自主防災組織には次のような

タイプがあるので、地域の実情

にあっているものを選択する。

・重複型

　自治会の役員が自主防災組織

　の代表者、役員を兼ねる。 

・連合型

　字単位などで複数の自治会が

　まとまって結成する。 

・別組織型

　自治会が中心となって、自治

　会とは別に自主防災組織を結

　成する。

③活動計画・組織体制の決定

　自治会の役員会などで、自主

防災組織の役員、班体制、活動

計画などを決定する。

④総会で決定

　自治会の総会で、自主防災組

織の結成案を議題とし、討議・

可決する。

⑤市への届け出

　市地域安全推進室へ届け出を

行い、活動を開始する。

自主防災組織の
結成方法（参考）

　宝永地震（１７０７年）、安政南海地震（１８５４年）、昭和南海地震
（１９４６年）など東海～南海地域では、約１００～１５０年の間隔で巨
大地震が繰り返し発生しています。
　すでに前回の南海地震が昭和21年に発生してから62年が経過してお
り、いつ起こってもおかしくありません。
　本市における震度は５強から６弱と予想されていて、多数の家屋の
倒壊、最高３ｍに達する津波、がけ崩れなど、大きな被害発生が懸念
されます。

岡山県に被害を
　もたらした巨大地震

　－昭和南海地震－

○発生日時　１９４６（昭和21）年
　　　　　　12月21日　午前４時19分
○地震源　　和歌山県潮岬沖
○マグニチュード　Ｍ８．０
○地震動　水平方向の揺れが数分続く
○震　度　岡山県南部　震度４～６
○岡山県の被害
　・人的被害　死者52人
　　　　　　　負傷者１６２人
　・建物被害　全壊１,２０１戸
　　　　　　　半壊２,７０７戸
　・その他　　電気通信線の破壊
　　　　　　　堤防決壊、道路損壊　など

岡山県に被害を
　もたらした巨大地震

　－昭和南海地震－

○発生日時　１９４６（昭和21）年
　　　　　　12月21日　午前４時19分
○地震源　　和歌山県潮岬沖
○マグニチュード　Ｍ８．０
○地震動　水平方向の揺れが数分続く
○震　度　岡山県南部　震度４～６
○岡山県の被害
　・人的被害　死者52人
　　　　　　　負傷者１６２人
　・建物被害　全壊１,２０１戸
　　　　　　　半壊２,７０７戸
　・その他　　電気通信線の破壊
　　　　　　　堤防決壊、道路損壊　など

自力による
脱出

家族による
救出

近所や
居合わせた
人による
救出

32％

28％
35％

その他 3％
消防・警察・自衛
隊などによる
救出 2％

阪神・淡路大震災時の倒壊家屋
からの救出内容

阪神・淡路大震災での被害状況阪神・淡路大震災での被害状況阪神・淡路大震災での被害状況
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　子育て応援特別手当（21年度版）は、平成21

年4月10日に決定された「経済危機対策」の一

環です。現在の厳しい経済情勢を踏まえ、幼児

教育期の負担に配慮する観点から、平成21年度

限りの措置として、小学校就学前3年間の児童（平

成15年4月2日～平成18年4月1日生）に、1人当

たり36,000円を支給します。

　対象世帯への申請書の発送は、12月上旬を予

定しています。詳しくは、本紙12月号でお知ら

せします。

　配偶者からの暴力（ＤＶ：ドメスティックバイオ
　レンス）による被害者で、どうしても今お住ま
　いの市区町村に住民登録できない人について
　子育て応援特別手当（21年度版）の事前申請を

受け付けます。事前申請期間は、10月1日（木）か

ら10月30日（金）までで、今お住まいの市区町村

へ事前申請書（お住まいの市区町村窓口のほか、

配偶者暴力相談支援センター、婦人相談所、厚

生労働省ホームページなどで入手できます）を

提出してください。なお、提出には、ＤＶ被害

者であることが確認できる書類などが必要です。

　事前申請期間を過ぎると、申請を受け付けで

きません。この場合は、住民登録をしている市

区町村へ郵送により申請を行うこととなります。

　ＤＶ被害者の事前申請について、詳しくは、

市子育て支援課までお問い合わせください。

　20年度版の申請はお早めに！
　現在実施している子育て応援特別手当（20年

度版）の申請期限は、10月20日（火）です。未申

請の対象世帯は、早急に申請してください。

■問い合わせ先
　市子育て支援課   　０８６９ー２６ー５９４７

　老齢福祉年金は、国民年金制度が発足した当

時（昭和36年４月）に高齢であったために、老

齢年金の受給資格期間を満たすことができない

人に対して支給される年金です。

　平成２１年度の年金額は、４０５，８００円です。

（所得制限により一部支給停止となる場合は、

３１５，３００円）

　次の①または②に該当する人に支給されます。

①生年月日が明治４４年４月１日以前の人

②生年月日が明治４４年４月２日から大正５年４

　月１日までの人で、保険料納付済期間が１年

　未満であり、保険料納付済期間と保険料免除

　期間を合算した期間が生年月日に応じて下表

　の期間を超えている人

　次の①～④のいずれかに該当する場合は、年

金の支給が全部または一部停止されます。

①受給者（受給する本人）が、恩給法による年金、

　労災保険法による年金または被用者年金各法

　による年金などを受給している場合

※恩給法による年金などの額が７１２，０００円

　より少ないときには、７１２，０００円と恩給法

　による年金などの額の差額分の老齢福祉年金

　が支給されます。

②受給者の前年の所得が限度額（下表参照）を

　超える場合

③受給者の配偶者または扶養義務者（受給者の

　生計を維持している人）の前年の所得が限度

　額（下表参照）以上の場合

 

（注１）

（注２）

④海外に居住している場合など

■問い合わせ先
　市市民課　　０８６９ー２２ー１７９０

子育て応援特別手当（子育て応援特別手当（21年度版）を支給年度版）を支給子育て応援特別手当（21年度版）を支給 老齢福祉年金のお知らせ老齢福祉年金のお知らせ

　市では、岡山県市町村税整理組合に委託し、

不動産を次のとおり公売します。

▽物件概要

▽日時　11月13日（金）　午前10時～10時30分
▽場所　瀬戸内市役所２階　中会議室
※入札希望者は、午前10時までにお越しください。

▽当日必要なもの　印鑑、公売保証金、買受適格証明書
※今回は、農地（田）の入札ですので、「買受適

　格証明書」を10月20日（火）までに市農業委

　員会へ交付申請してください。

※入札者が本人以外のときは、委任状が必要です。

※公売による権利移転に伴う費用（登録免許税

　など）は買受人の負担となります。

■問い合わせ先　
　市収納推進課　　０８６９ー２２ー２４６４

公売物件のお知らせ公売物件のお知らせ

　国民健康保険の出産育児一時金が平成21年10

月1日から平成23年3月31日までの出産について、

次のように変わります。

①支給額が380,000円から420,000円になります。

②原則として、医療機関に直接支払いますので、

　医療機関からは420,000円を超える額のみ請求 

　されます。市への事前申請も不要になりました。

　医療機関へ直接支払われることを望まない人

　は、出産後申請をして受け取ることも可能で

　す。出産にかかった費用が420,000円未満の場 

　合、その差額分は、後日申請をしていただく

　ことになります。

■問い合わせ先
　市市民課   　０８６９ー２２ー１７９０

国民健康保険の出産一時金が変更

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
理
学
療
法
士
の

和
氣
で
す
。

　
本
科
で
は
現
在
、

ス
タ
ッ
フ
６
人
で
脳

疾
患
、
運
動
器
、
呼

吸
器
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に

脳
卒
中
と
診
断
さ
れ
た
り
、
膝
痛
・
腰
痛
が

あ
り
、
医
師
の
診
断
の
も
と
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
外
来
通
院
で

治
療
・
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
市
で
盛
ん
な
「
筋
ド
コ
体

操
」
を
基
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
目
的
と
し
た

「
ス
ッ
ト
コ
体
操
」
を
考
案
し
、
運
動
器
の
ア

ド
バ
イ
ス
役
と
し
て
地
域
に
出
向
く
新
た
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
牛

窓
町
長
浜
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
は
つ
ら

つ
教
室
」
で
こ
の
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

椅
子
に
座
っ
て
行
う
体
操
な
の
で
、
足
腰
に

不
安
の
あ
る
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
皆
さ
ん

も
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
２
３
４

「
ス
ッ
ト
コ
体
操
」
で
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
　
和
氣
武
史

瀬戸内市民病院コラム

市民に信頼される病院を目指して

国民健康保険の出産一時金が変更

生年月日 期間

明治45年4月1日以前 4年

5年

6年

7年

明治45年4月2日～大正2年4月1日

大正2年4月2日～大正3年4月1日

大正3年4月2日～大正5年4月1日

扶養親族等の数

0人 1人 2人 3人 4人

本人所得
限度額

配偶者・
扶養義務者
所得限度額

全額支給
停止

全額支給
停止

一部支給
停止

1,595

6,287

3,401

1,975

6,536

3,650

2,355

6,749

3,863

2,735

6,962

4,076

3,115

7,175

4,289

物　　件 備　考見積価格（最低公売価格）

・地番　長船町土師994番地

・地目　田

・面積　1,328平方メートル

買受適格証明
書を持ってい
る人のみ入札
できます

850,000円

（公売保証金100,000円）

【所得の限度額（平成21年度）】

扶養親族等の数が５人以上のときは、本

人所得限度額は、１人につき３８０，０００円が、

扶養義務者等所得限度額は、１人につ

き２１３，０００円が加算されます。

扶養親族等が老人扶養親族等であるときは、

さらに一定額が加算される場合があります。

▼ ▼

（単位：千円）
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８
月
７
日
、
岡
山
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

住
宅
防
火
対
策
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
地

域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
住

宅
防
火
」
と
題
し
て
、
講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
減

少
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
普
及
が
不
可
欠
で
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
及
に
際
し
て

は
、
地
域
防
災
組
織
の
協

力
が
必
要
で
、
本
市
か
ら

は
、
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
・
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
消
防
本
部
で
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
活

動
を
実
施
し
、
早
め
の
設
置
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▼
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に
は

　
火
災
発
生
感
知
や
避
難
が
著

し
く
困
難
な
障
害
者（
視
覚
・
聴

覚
障
害
者
な
ど
）の
み
の
世
帯
な

ど
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
日
常
生
活
用
具
の
給

付
対
象
と
な
り
ま
す
。
購
入
の

際
に
は
、
事
前
に
市
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
３
３
３

　
市
福
祉
課

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
５
９
４
３

警
察
安
全
情
報

侵
入
盗
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

手作り教室のご案内

　糸を利用して、亀のキーホル

ダーを一緒に作りませんか。

　瀬戸内市消費生活問題研究協

議会では、次の日程で手作り教

室を行います。

 皆さんの参加をお待ちしてい

ます。

　日時　10月 24日（土）

　      午前10～ 11時 30分

　場所　リサイク  

　ルプラザ・おく

　持ってくる物

　はさみ

　参加費　無料

　定員　20人

■問い合わせ・

　申し込み先

　リサイクルプラザ・おく

　　０８６９ー２２ー３７０７

　開館日　月・水・金・土

　開館時間　午前９時～午後４時

▽
▽

▽
▽

▽

設置しましたか、住宅用火災警報器！

登録販売店

相談窓口

1213

　
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
の
６
割
（
容
積
比
）
は
、

レ
ジ
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
、

び
ん
、
紙
製
容
器
包
装
な
ど
容

器
包
装
廃
棄
物
が
占
め
て
い
ま

す
。

　
本
市
で
も
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
分
別
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
が
使
い
捨
て
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
を
心

掛
け
て
環
境
に
も
財
布
に
も

優
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

●
買
い
物
を
す
る
際
に
は
…

・
マ
イ
バ
ッ
グ
・
エ
コ
ふ
ろ
し

　
き
を
持
参
す
る

・
簡
易
包
装
を
選
択
す
る

・
詰
め
替
え
の
で
き
る
商
品
や
、

　
容
器
が
再
利
用
で
き
る
商

　
品
を
優
先
し
て
購
入
す
る

●
ご
み
を
捨
て
る
際
に
は
…

・
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
る

　
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
８
９
９

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て

エ
コ
な
生
活
を
！

廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は

リ
サ
イ
ク
ル
へ

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動

 

強
化
月
間
で
す

傘をマイバッグ
にリメイク！

このマークが目印

住宅用火災警報器と各種感知器
を組み合わせて使用

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
と
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ

ラ
ス
製
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）
を
材
料
と
し
て
い
る
小
型

船
舶
の
こ
と
で
す
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船

の
廃
船
に
当
た
っ
て
は
、
登
録

販
売
店
に
申
し
込
み
を
行
い
、

料
金
を
支
払
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
窓
口
は
？

　
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の
処
理
を
進
め

る
の
は
登
録
販
売
店
で
す
。
ま

た
、
マ
リ
ン
販
売
店
な
ど
が
相

談
窓
口
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
限
は
い
つ
？

　
10
月
22
日
（
木
）

※
搬
入
期
間
（
指
定
取
引
場
所
）

　
11
月
５
日（
木
）〜
16
日（
月
）

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
費
用
は
？

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
、
依
頼

に
よ
り
発
生
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン

料
金
が
あ
り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
船
を

処
分
す
る
の
に
掛
か
る
費
用
で
、

船
の
種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
）。
オ
プ
シ
ョ
ン

料
金
は
、
運
搬
や
一
時
保
管
な

ど
を
登
録
販
売
店
に
依
頼
し
た

際
に
掛
か
る
費
用
で
す
。

●
料
金
の
支
払
い
方
法
は
？

　
登
録
販
売
店
が
作
成
し
た
見

積
書
を
確
認
し
た
後
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ

船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

届
く
「
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル

管
理
票
」
に
基
づ
き
、
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
と
運
搬
料
を
郵
便
局

で
払
い
込
み
ま
す
。
そ
の
他
の

オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
は
登
録
販
売

店
に
支
払
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
０
３
―
３
５
６
７
―
６
９
２
９

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http
://w
w
w
.m
arine-jb

ia.

　o
r.jp
/recycle/ind

ex.htm
l

　
瀬
戸
内
警
察
署
管
内
で
、
空

き
巣
、
忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入

盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
末
現
在
の
侵
入
盗
の
発

生
件
数
は
22
件
で
、
昨
年
同
期

に
比
べ
て
７
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ

て
侵
入
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
盗
の
被
害
防
止
方
策

◇
短
時
間
の
外
出
や
在
宅
時
に

　
も
必
ず
鍵
を

　
朝
の
ゴ
ミ
出
し
や
ち
ょ
っ
と

し
た
外
出
な
ど
、
短
時
間
で
も

必
ず
鍵
を
掛
け
る
。

◇
玄
関
出
入
口
な
ど
は
、
ツ
ー

　
ロ
ッ
ク

　
泥
棒
は
侵
入
に
時
間
が
掛
か

る
の
を
嫌
う
た
め
、
玄
関
ド
ア

は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る
。

　
ま
た
、
振
動
や
ド
ア
の
開
閉

に
よ
っ
て
音
が
出
る
防
犯
セ
ン

サ
ー
や
明
か
り
が
つ
く
セ
ン
サ

ー
ラ
イ
ト
を
取
り
付
け
る
。

◇
２
階
の
部
屋
に
も
必
ず
鍵
を

　
２
階
か
ら
侵
入
す
る
泥
棒
も

い
る
こ
と
か
ら
、
昼
夜
を
問
わ

ず
２
階
の
部
屋
に
も
必
ず
鍵
を

掛
け
る
。

　
ま
た
、
侵
入
を
容
易
に
す
る

脚
立
や
足
場
と
な
る
物
を
置
か

な
い
。

◇
家
の
周
り
に
死
角
を
つ
く
ら

　
な
い

　
塀
を
低
く
し
た
り
、
庭
木
を

剪
定
し
た
り
し
て
、
見
通
し
を

よ
く
し
、
泥
棒
が
隠
れ
る
の
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
家
の
周
り
に

砂
利
を
敷
く
。

◇
窓
ガ
ラ
ス
に
補
助
錠
を

　
泥
棒
の
中
に
は
、
窓
ガ
ラ
ス

を
割
っ
て
侵
入
す
る
者
も
い
る

の
で
、
窓
に
は
、
ク
レ
セ
ン
ト

錠
だ
け
で
な
く
、
補
助
錠
を
付

け
た
り
、
防
犯
ガ
ラ
ス
に
替
え
、

ト
イ
レ
や
浴
室
の
高
窓
に
は
面

格
子
を
取
り
付
け
る
。

◇
泥
棒
を
撃
破
す
る
の
は
「
地

　
域
の
目
」

　
泥
棒
は
、
近
所
の
人
に
顔
を

見
ら
れ
た
り
、
声
を
掛
け
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
で
犯
行
を
断
念

す
る
た
め
、
地
域
で
見
慣
れ
な

い
人
を
見
掛
け
た
ら
、
あ
い
さ

つ
を
す
る
な
ど
ひ
と
言
声
を
掛

け
る
。

◇
不
審
者
を
見
掛
け
た
ら
　
　

　
１
１
０
番
通
報
を

　
敷
地
内
に
無
断
で
侵
入
し
た

り
、
屋
内
を
の
ぞ
い
た
り
、
バ

ー
ル
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
侵
入

用
具
を
所
持
し
て
い
る
な
ど
の

不
審
者
を
見
掛
け
た
場
合
に

は
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報
を

行
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
１
１
０

せ
ん
て
い
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　昔から作られてきた白和えです。
よく仏事に使われていました。滑ら
かでおいしいので、ぜひすり鉢で作
ってみてください。野菜もたくさん
摂れますよ。

　
皆
さ
ん
は
な
ぜ
毎
日
ご
は
ん
を

食
べ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
お
腹
が
空
く
か
ら
、
食
べ
な
い

と
元
気
が
出
な
い
か
ら
、
習
慣
だ

か
ら
、
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

し
ょ
う
。

　
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

「
自
分
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と
。
何

を
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
で
、
健

康
で
丈
夫
な
体
が
つ
く
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。

　
食
べ
た
い
も
の
・
好
き
な
も
の

ば
か
り
食
べ
て
い
て
は
、
元
気
な

体
は
つ
く
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
物
を
組
み
合
わ
せ
て
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
覚
え
て

欲
し
い
の
が
、
食
べ
物
の
持
つ
役

割
で
す
。

　
食
べ
物
は
、
そ
の
役
割
に
応
じ

て
、
「
赤
」
、
「
黄
」
、
「
緑
」

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栄

養
素
は
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
元
気
な
体
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

 

こ
の
赤
・
黄
・
緑
が
そ
ろ
う
よ

う
に
食
べ
る
こ
と
が
食
事
の
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
食
事
は
、「
主
食
」「
主
菜
」「
副

菜
」
の
３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
主
食
は
ご
は
ん
や
パ
ン

な
ど
の
黄
の
グ
ル
ー
プ
、
主
菜
は

肉
や
魚
な
ど
の
赤
の
グ
ル
ー
プ
、

副
菜
は
野
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
緑

の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
５

対
２
対
３
の
割
合
で
食
べ
る
こ
と

が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
で
は
、
４
〜
５
歳
児

の
58
・
８
％
が
朝
ご
は
ん
に
緑
の

グ
ル
ー
プ
を
食
べ
て
い
な
い
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人
で
も

野
菜
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
多

い
は
ず
。
晩
ご
は
ん
の
時
に
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
食
べ
た
か
ら
、
朝
ご

は
ん
に
は
あ
ま
り
食
べ
な
く
て
も

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ

は
間
違
い
で
す
。
緑
の
グ
ル
ー
プ

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
、
体
に
長
く
貯
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
毎
食
取
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

　
食
事
を
抜
く
こ
と
が
体
に
良
く

な
い
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
い
つ
も
元
気
で
さ
ん
さ
ん
と
輝

い
た
人
で
い
る
た
め
に
、
食
事
は

朝
・
昼
・
晩
の
３
食
と
、
赤
・
黄
・

緑
の
３
グ
ル
ー
プ
が
毎
食
そ
ろ
う

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
牛
窓
町
関
町
で
は
、
毎
月
第
２

と
第
４
の
金
曜
日
を
「
筋
ド
コ
体

操
（
関
町
サ
ロ
ン
）
」
の
日
に
定

め
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
愛
育
委
員
は
、
朝
の

放
送
で
の
呼
び
か
け
と
、
午
後
２

時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
集

ま
っ
て
、
筋
ド
コ
体
操
や
ゴ
ム
体

操
、
お
口
の
体
操
な
ど
各
種
の
運

動
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
委
員
と
福
祉
委
員
は
、
楽

し
い
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
お
し
ゃ
べ

り
を
交
え
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
受
け

持
ち
、
み
ん
な
ワ
イ
ワ
イ
と
に
ぎ

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
昼
食
会

を
開
く
こ
と
も
時
々
あ
り
、
そ
れ

は
そ
れ
で
楽
し
い
一
日
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
今
で
は
こ
の
集
ま
り
が
、
支
え

あ
い
の
町
づ
く
り
の
基
点
と
な
り
、

話
が
盛
り
上
が
る
と
空
き
家
問
題

や
、
関
町
の
活
性
化
に
ま
で
発
展

し
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
愛
育
委
員
を
し
て
い
る

上
野
克
子
さ
ん
も
、
こ
の
関
町
サ

ロ
ン
で
活
動
す
る
中
の
一
人
。

　
平
成
７
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
愛
育
委
員
と
し
て
活
躍
を
し

な
が
ら
、
個
人
的
に
は
、
施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
せ
と
う
ち

旭
川
荘
内
に
あ
る
す
み
れ
会
学
習

所
の
人
た
ち
と
、
仕
事
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
活
動

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
野
さ
ん
は
、
こ
の
た
び
、
そ

の
長
年
の
地
域
活
動
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
野
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
地
道

に
努
め
て
こ
れ
た
の
も
、
諸
先
輩

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
」と
感
慨
も
ひ
と
し
お
。

　
お
か
げ
で
、
『
人
間
は
支
え
合

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
、『
健
康
第
一
』・

『
継
続
は
力
な
り
』
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
が
心
に
と
ど
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

豆腐は湯通しして、ふきんで包んで軽く重し

を置き、水気を切る。

ホウレン草を湯がき、３～４　の長さに切り、

だししょうゆで、下味を付け絞る。千切りし

たニンジン、コンニャク、シイタケも砂糖と

だししょうゆ少々で煮て、下味を付けておく。

白ゴマをいってすり鉢でよくあたる。

③に砂糖、塩、しょうゆを加えて、軽く絞っ

た豆腐を加えてよくすり混ぜる。

④の衣で、②の野菜をあえる。

●作り方

①

②

③

④

⑤

さ
ん
さ
ん（
３
・
３
）ご
は
ん
で
元
気
も
り
も
り
！

何
を
食
べ
れ
ば
良
い
の
？

ど
の
よ
う
に
食
べ
れ
ば
良
い
の
？

さ
ん
さ
ん（
３
・
３
）輝
く
元
気

な
か
ら
だ
！

食
べ
ら
れ
て
い
な
い「
緑
」

井上　晴美さん
（裳掛農水産加工グループ）

健康で幸せに支え合う
地域づくりを目指して瀬戸内市の瀬戸内市の味味味

【白和え】

●木綿豆腐…………………………

●白ゴマ……………………………

●砂糖………………………………

●塩……………………………

●しょうゆ……………………

●ホウレン草（またはシュンギク）…

●ニンジン………………………………

●シイタケ………………………………

●コンニャク……………………………

●だししょうゆ …………………………

１／２丁

大さじ３

大さじ２

小さじ１／２

小さじ１／２

１８０ｇ

５０ｇ

５０ｇ

１００ｇ

少々

●材料（5人分）

上野克子さん（牛窓町関町）

セン
チ

赤のグループ 黄のグループ 緑のグループ

体をつくる
もとになる食べ物
タンパク質源

肉類　　　　　魚介類

卵類　　牛乳・乳製品

大豆・大豆製品

力や熱の
もとになる食べ物
エネルギー源

ごはん　パン　麺類

いも類

脂類

体調をととのえる
もとになる食べ物
ビタミン源

緑黄色野菜　その他の野菜

きのこ類

果物
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市
民
の
手
で
つ
く
っ
た
人
形
劇
の
祭
典

　
　
　
　
喜
之
助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
今
年
も
開
催

　
８
月
22
、
23
日
の
２
日
間
、

市
中
央
公
民
館
で
第
21
回
喜
之

助
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

本
市
出
身
の
世
界
的
な
糸
操

り
人
形
師
・
故
竹
田
喜
之
助

氏
（
１
９
２
３
〜
７
９
年
）
を

顕
彰
し
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な

げ
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
市
か
ら
の
補
助
金
が
休
止
さ

れ
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

で
し
た
が
、
愛
好
者
の
皆
さ
ん

が
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
家
族

連
れ
が
会
場
を
訪
れ
、
大
に
ぎ

わ
い
。
岡
山
大
学
応
援
団
の
豪

快
な
エ
ー
ル
や
子
ど
も
た
ち
の

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
フ
ェ

ス
が
幕
を
開
け
る
と
、
お
目
当

て
の
舞
台
を
目
指
し
て
長
い
列

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
プ
ロ
３
劇
団
、
ア

マ
チ
ュ
ア
７
劇
団
が
上
演
。
プ

ロ
劇
団
の
巧
み
な
人
形
使
い
や

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
個
性
溢
れ

る
ス
テ
ー
ジ
に
大
人
も
子
ど
も

も
魅
了
さ
れ
、
人
形
劇
の
奥
深

い
世
界
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。　

８
月
28
日
に
服
部
鹿
野
さ
ん

（
牛
窓
町
長
浜
）
が
満
１
０
０

歳
を
迎
え
ま
し
た
。    

　
岡
　
文
明
市
保
健
福
祉
部
長

や
高
畑
靖
明
備
前
県
民
局
健
康

福
祉
課
長
ら
が
お
祝
い
に
入
所

し
て
い
る
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛

窓
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、
１
０
２
歳
に

な
る
ご
主
人
の
雄
二
さ
ん
も
参

加
。
服
部
さ
ん
は
、
同
部
長
か

ら
お
祝
い
状
や
記
念
品
を
手
渡

さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
答
え
、
元
気
な
様

子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
、「
喜
ん

で
何
で
も
食
べ
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
。
身
だ
し
な

み
を
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
気

力
を
持
つ
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良
く
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

夫
婦
仲
良
く
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
服
部
鹿
野
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
に

　
９
月
６
日
、
邑
久
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
地
域
住
民
や
関
係

者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
、

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
規
模
地
震
に
よ
っ
て
、
市

内
各
所
で
土
砂
崩
れ
、
家
屋
の

倒
壊
、
火
災
な
ど
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
で

実
施
。
避
難
誘
導
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
・
消
火
器
で
の
初
期
消
火
、

陸
上
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
な

ど
、
関
係
機
関
と
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
山
市
消
防
ヘ
リ
、
は

し
ご
車
に
よ
る
高
所
救
出
訓
練
や

地
震
体
験
車
を
使
っ
た
震
度
６
の

体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
防
災
訓
練
の
重
要
性

を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
一
丸
で
地
震
へ
備
え
る

　
　
瀬
戸
内
市
総
合
防
災
訓
練

小学校屋上で行わ
れた緊迫感溢れる
高所救出訓練

バケツリレーで初期消火。狙
いを定めて火点へ放水！

大量の土砂に埋まり、倒壊した家屋からの
救出訓練を行う市消防団の皆さん

給水作業を行う陸上自衛隊の皆さん

１　まるで本物のように紙飛行機が飛ん
だ「どんぐり」の『たからもの　とんだ』／
２　郷愁を誘った「つきみ草」の『ろくべ
え　まってろよ』／３　「みのむし」の操
り人形に子どもたちの目もくぎ付け／
４　オープニングを盛り上げたヒップホッ
プダンス／５　フェスを支えたたくさんの
ボランティア／６　一人で複数の人形を
操る「ばんび」の『かさ地蔵』／７　家
族の触れ合いを描いた「星の子きらり」
の『しゅくだい』／８　愛用の人形を手
にあいさつをする「りすっ子」の皆さん

　
８
月
22
日
か
ら
30
日
ま
で
「
道

の
駅
」
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
　
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館
（
邑

久
町
虫
明
）
で
、
邑
久
中
学

校
生
け
花
部
の
生
徒
と
卒
業

生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
茶
華
道

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
と
の
交
流

の
中
で
こ
そ
日
ご
ろ
の
稽
古

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
る
と
の

考
え
か
ら
今
回
初
め
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、
ス
ス
キ
、
ク
リ
、

リ
ン
ド
ウ
な
ど
を
使
っ
た
生

け
花
や
、
堂
々
と
書
か
れ
た

条
幅
・
大
条
幅
な
ど
約
20
点

の
力
作
が
展
示
。

　
ま
た
、
同
部
の
皆
さ
ん
か
ら

お
茶
と
お
菓
子
も
振
る
舞
わ

れ
、
来
場
者
は
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
、
一
足
早
い
芸
術

の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ

　
　
第
１
回
「
瀬
戸
内
市
立
邑
久
中
学
校
　
茶
華
道
発
表
会
」

4 5

6 7 8

3

21

雄二さん（左から２人目）と一緒に記念品を受け取る鹿野さん（中央）

ちょっぴり緊張しながらお茶をいただきました
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地
域
を
つ
な
ぐ
文
化
財

　
　
　
　
瀬
戸
内
市
の
文
化
財
を
広
島
県
内
で
展
示

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　中央公民館図書室　　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

　「女性の品格」でおなじみの著者
が、人生の可能性が広がる考え方
や振る舞い方など大人になるための
知恵や心の持ち方を紹介するエッ
セイ集。すてきな大人になれる具体
的なアドバイスがいっぱいの本です。

　家畜として飼育されている牛。
でも牛乳や肉として食べるだけじ
ゃない。毛、脂肪、ひづめなどみん
な残さず使っています。人は牛の
命をもらい、それを生かして暮らし
ていることを伝える絵本です。

森絵都　著

君と一緒に生きよう

　人間の都合で捨てられた犬や
迷い犬たちを新たな飼い主に。犬
の里親制度の実態を通して、犬と
暮らす喜びと厳しさを描く、犬が大
好きな人なら涙なくしては読めな
いノンフィクション作品です。

今月のおすすめ本

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

　（株）ＮＴＴ西日本では、12月上旬か
らＮＴＴ邑久交換所エリア（具体的には、
電話番号が０８６９－２２と２４のエ
リア）の一部地域で、「フレッツ光　ネ
クスト」のサービスの提供を開始します。
それに先立ち、該当の地域に住んでい
る人を対象に、「フレッツ光　ネクスト」
の内容を順次お知らせしていきます。
ご要望があれば、該当する地域の皆さ
んを対象とした説明会も開催可能です
ので、興味をお持ちの人は、お気軽に
ご連絡ください。
　10月中旬より、サービス提供に向け
た工事も始まります。該当する地域では、
工事車両の運行などにより、ご不便を
おかけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
　なお、サービス提供地域であっても、
設備の状況などによりご利用が遅れる
ことや、サービスが提供できない場合
があります。また、建物内の既設の配
管設備の状況などにより、新たに配管
設備などの用意をお願いする場合があ
ります。サービス提供エリアなど詳細は、
下記までお問い合せください。
■問い合わせ先
　ＮＴＴ西日本‐中国
　岡山事業部　営業部
　　０１２０－９３１２２７
　【フリーダイヤル受付時間】
　平日午前９時～午後５時、土・日・祝日、
　年末年始（１２/２９～１/３）は除きます
　ＮＴＴ西日本ホームページ
　http://flets-w.com/

「フレッツ光　ネクスト」
サービス開始のご案内

助三畑遺跡井戸出土遺物

小森香折　作　中山洋典　絵

きみの家にも牛がいる

 

市
で
は
、
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付

を
４
月
20
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
既
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
申
請
を
済

ま
せ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
請
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
請
書
の
受
付
期
限
は
、

10
月
20
日
（
火
）
で
す
。

　
こ
の
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
定
額
給
付
金
の

受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
が
届
か
な
い
、
申

請
か
ら
１
カ
月
以
上
過
ぎ
て
も
市
の
決

定
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
、
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
企
画
振
興

課
ま
た
は
定
額
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
企
画
振
興
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
３
１
（
直
通
）

　
定
額
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

５
２
７
０

　
市
内
の
文
化
財
に
は
、
ほ
か

の
地
域
と
の
交
流
を
示
す
も
の

が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
経
済

的
な
物
流
だ
っ
た
り
、
宗
教
的
・

文
化
的
な
交
流
だ
っ
た
り
し
ま

す
が
、
当
時
の
生
活
が
か
な
り

広
域
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
営

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
、
わ
た
し

た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
広
島
県
内
の
２
カ

所
（
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料

館
と
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
）

で
瀬
戸
内
市
の
文
化
財
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？
　
新
た
な
発
見
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

古
代
出
雲
と
吉
備

　
広
島
県
三
次
市
に
あ
る
広
島

県
立
み
よ
し
風
土
記
の
丘
・
広

島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

餘
慶
寺
（
邑
久
町
北
島
）
の
聖

観
音
立
像
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

聖
観
音
立
像
は
、
平
安
時
代
前

期
（
10
世
紀
前
半
）
の
作
と
さ

れ
て
お
り
、
同
じ
餘
慶
寺
の
薬

師
如
来
坐
像
と
と
も
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
直
立
し
て
頭
に
筒
型
の
宝

冠
を
か
ぶ
り
、
左
手
を
曲
げ
て

持
物
を
執
る
相
に
表
さ
れ
た
一

木
造
の
仏
像
で
す
。
県
外
で
展

示
さ
れ
る
の
は
、
今
回
が
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　
本
像
に
は
、
衣
装
の
膝
元
あ

た
り
に
渦
を
巻
い
た
よ
う
な
特

徴
の
あ
る
文
様
が
あ
り
ま
す
。

　
出
雲
地
方
の
仏
像
に
も
同
じ

特
徴
を
持
つ
も
の
が
あ
っ
て
、

吉
備
と
出
雲
地
方
の
文
化
交
流

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
展
示
内
容

　
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

開
館
30
周
年
記
念
・
平
成
21
年

度
秋
の
特
別
企
画
展
「
古
代
の

出
雲
と
吉
備
の
名
宝
―
青
銅
と

鉄
と
玉
と
―
」

▽
展
示
期
間

　
10
月
３
日（
土
）〜
11
月
23
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
０
８
２
４
―
６
６
―
２
８
８
１

中
世
の
生
活
用
品

　
広
島
県
福
山
市
の
広
島
県
立

歴
史
博
物
館
で
は
、
邑
久
町
尾

張
の
助
三
畑
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
中
世
（
12
世
紀
）
の
生
活
用

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
助
三
畑
遺
跡
は
、
現
在
の
市

中
央
公
民
館
の
位
置
に
あ
る
遺

跡
で
す
。
弥
生
時
代
か
ら
連
綿

と
人
が
住
ん
で
生
活
し
て
い
た

跡
が
残
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
使

用
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
用
品
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
中
世
の
井
戸
出
土
品

の
中
か
ら
、
皿
・
椀
・
鉢
な
ど

の
陶
磁
器
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
は
、
地
元

産
の
「
吉
備
型
」
を
は
じ
め
、

兵
庫
県
明
石
市
の
魚
住
窯
で
作

ら
れ
た
も
の
（
東
播
系
）、
東

大
阪
市
か
ら
大
阪
市
周
辺
に
か

け
て
及
び
泉
南
地
方
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
（
和
泉
型
）
な
ど
、

各
地
で
生
産
さ
れ
、
邑
久
の
地

に
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品

で
は
、
浙
江
省
の
「
龍
泉
窯
系
」

と
呼
ば
れ
る
青
磁
の
碗
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
瀬
戸

内
地
域
の
盛
ん
な
物
流
を
示
す

品
々
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
木
製
の
横
櫛
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
装
い
に
も
気

を
使
っ
て
い
た
当
時
の
生
活
ぶ

り
が
う
か
が
え
ま
す
。

▽
展
示
内
容

　
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
開
館

20
周
年
記
念
企
画
展
「
平
家
一

門
の
栄
華
と
瀬
戸
内
海
―
海
原

を
駆
け
ぬ
け
た
清
盛
の
夢
―
」

▽
展
示
期
間

　
10
月
16
日（
金
）〜
11
月
23
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

　
　
０
８
４
―
９
３
１
―
２
５
１
３

聖観音立像（餘慶寺蔵）

り
ゅ
う
せ
ん
よ
う

せ
っ
こ
う
し
ょ
う

す
け
さ
ん
ば
た

ほ
う

か
ん

み
　
よ
し

よ
　
け
い
　じ

し
ょ
う

か
ん
の
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

や
く

し  

に
ょ
ら
い 

ざ 

ぞ
う

じ  

ぶ
つ

と

そ
う

い
ち

ぼ
く
づ
く
り

れ
ん
め
ん

う
お
ず
み

と
う
ば
ん

せ
ん
な
んい 

ず 

み

よ
こ
ぐ
し

坂東眞理子　著

大人になる前に
身につけてほしいこと

お
早
め
に
！

 

定
額
給
付
金
の

 

受
付
期
限
は
、

10
月
20
日（
火
）

 

で
す
！
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総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

　
　
０
８
６
―
２
２
４
―
１
１
１
０

　
岡
山
県
内
や
中
国
地
域
内
を
中

心
に
し
て
、
国
際
活
動
を
行
う
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
の
紹
介
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組

織
立
ち
上
げ
・
運
営
の
相
談
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

▽
相
談
員
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
相
談
員
（
外

　
務
省
指
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
国
際
団
体

　
協
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
）

　
　
０
８
６
―
２
５
４
―
８
０
２
０

　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

　
裁
判
所
で
は
、
法
務
省
や
弁
護

士
会
な
ど
と
協
力
し
、
10
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
て
、
各
種
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
岡
山
地
区

で
は
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
５
日
（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所
　
岡
山
弁
護
士
会
館

▽
費
用
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　
０
８
６
―
２
２
２
―
６
７
７
１

2021

くらしの情報くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

一
日
Ｎ
Ｇ
Ｏ
相
談
会

「
法
の
日
」
週
間

代表電話番号

瀬戸内市ホームページアドレス
http://www.city.setouchi.lg.jp

瀬戸内市役所

牛 窓 支 所

長 船 支 所

ゆめトピア長船

教育委員会

上下水道部

消 防 本 部

裳掛出張所

　22-1111

　34-3431

　26-2001

　26-8001

　34-5640

　22-1325

　22-1333

　25-0004

市外局番
0869

携帯電話用QRコード

　
総
務
省
で
は
、
10
月
19
日
（
月
）

か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
を
行
政
相

談
週
間
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
相

談
を
中
心
と
し
た
各
種
行
事
を
実

施
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
道
路
、
河
川
、

年
金
、
雇
用
・
労
災
保
険
、
福
祉
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
役
所
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で
も

結
構
で
す
。

　
本
市
で
も
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、
行
政
相
談
所
を
下

表
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

相談名 日　　時 内容・場所・問い合わせ先

育児相談

こころの健康相談

精神保健福祉相談

乳幼児こころの健康相談

身体障害者専門相談

知的障害者専門相談

思春期こころの健康相談

10月13日（火）・27日（火）
午前９時30分～11時

ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

10月8日（木）・22日（木）
午後１時30分～３時

10月9日（金）・23日（金）
午後１時30分～３時

10月7日（水）・23日（金）
午後２～３時

10月6日（火）・20日（火）・
27日（火）
午後１～５時

要予約　相談員　臨床心理士
ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

要予約　相談員　精神科専門医
ゆめトピア長船
備前保健所（旧岡山保健所）　　０８６－２７２－３９３４

要予約　相談員　臨床心理士
ゆめトピア長船
市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

要予約　相談員　専門相談員
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

要予約　相談員　専門相談員
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

要予約　相談員　思春期保健相談士
市地域生活支援センタースマイル
市地域生活支援センタースマイル　　０８６９－２２－９６００

10月1日（木）・15日（木）・
22日（木）・29日（木）
午後１～５時

10月3日（土）・17日（土）・
31日（土）
午前10時～午後３時

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

行
政
相
談
週
間

相談名 日　　時 内容・場所・問い合わせ先

邑
久
地
域

長
船
地
域

牛
窓
地
域

行政相談

なやみごと相談

心配ごと相談

なやみごと相談

心配ごと相談

行政相談

なやみごと相談

心配ごと相談

住宅増改築相談

消費生活相談

10月15日（木）
午前10時～正午

10月15日（木）
午前10時～正午

10月7日（水）・21日（水）
午前９時～正午

10月23日（金）
午前10時～正午

10月28日（水）
午前10時～正午

10月28日（水）
午前9時～正午

10月21日（水）
午前９時～午後３時

10月14日（水）
午前９時～正午

10月15日（木）
午前９時～正午

瀬戸内市役所
市総務課　　０８６９－２２－１１１２

瀬戸内市役所
市市民課　　０８６９－２２－３９２２

邑久町総合福祉センター
市社会福祉協議会本所　　０８６９－２２－２９４０

ゆめトピア長船
市市民課　　０８６９－２２－３９２２

牛窓町公民館
市総務課　　０８６９－２２－１１１２

牛窓町公民館
市社会福祉協議会牛窓支所　 ０８６９－34－6924

瀬戸内市役所
市建設課　　０８６９－２２－２６４９

瀬戸内市役所
市生活環境課　　０８６９－２２－１８９９

相　談

問
場

問

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

問

場

場
相談員　心配ごと相談員、弁護士（要予約）　

相談員　人権擁護委員

相談員　行政相談委員

相談員　行政相談委員

相談員　人権擁護委員

10月28日（水）
午前10時～正午

牛窓町公民館
市市民課　　０８６９－２２－３９２２問

場

相談員　人権擁護委員

相談員　住宅相談員

相談員　くらしの相談員

ゆめトピア長船
市社会福祉協議会長船支所　 ０８６９－２６－３１００問

場
相談員　心配ごと相談員、弁護士（要予約）　

相談員　心配ごと相談員、弁護士（要予約）　

市町村振興宝くじ
　オータムジャンボ宝くじの発売期間

は、９月２８日（月）から１０月１６日（金）

までです。この宝くじは、市町村振興

宝くじとして販売され、その収益金は

市町村への交付事業の財源として、市

町村振興に活用されるものです。

　市町村への交付事業は、市町村が実

施する地域住民との協働によるまちづ

くり事業などです。
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を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
〜
７
時

▽
場
所
　
ホ
テ
ル
リ
マ
ー
ニ

▽
対
象
　
独
身
成
人
男
女
各
40
人

　
　
　
　
（
合
計
80
人
、
先
着
順
）

※
男
性
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
人
か
お
勤
め
の
人
に
限
り
ま
す
。

▽
会
費
　
男
性
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
女
性
１
、
０
０
０
円

▽
申
込
方
法
　
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
を
販
売
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
牛
窓
支
所

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
９
２
４

　
10
〜
12
月
の
牛
窓
文
化
月
間
中
、

40
項
目
近
い
展
示
・
集
会
が
牛
窓

地
域
各
所
で
開
か
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
全
行
事
を
紹
介
す
る
「
文

化
月
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
牛
窓

地
域
に
は
10
月
６
日
（
火
）
に
新

聞
折
り
込
み
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

市
役
所
本
庁
、
牛
窓
・
長
船
各
支

所
な
ど
に
配
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
牛
窓
文
化
月
間
を
実
現
す
る
会

　
（
事
務
局
　
鈍
工
房
）

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
５
９
３
７

　
牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ

リ
ー
で
は
、
牛
窓
の
海
に
映
え
る

満
月
を
楽
し
む
た
め
の
お
月
見
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
催
し
ま
す
。

　
10
月
３
日
は
、
中
秋
の
名
月
で

す
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
牛
窓
沖

の
島
々
を
巡
り
、
移
り
ゆ
く
時
間

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
　
10
月
３
日
（
土
）・
４
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
出
発

▽
所
要
時
間
　
１
時
間
30
分
程
度

▽
集
合
場
所
　
牛
窓
港
前
島
行
き

　
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

▽
参
加
費
　
大
人
（
中
学
生
以
上
）

　
１
、０
０
０
円
・
子
ど
も
５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料
（
大
人
１

　
人
に
つ
き
１
人
ま
で
）、
予
約
制

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ
リ
ー

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
４
３
５
６

　
心
身
に
障
害
を
抱
え
る
人
た

ち
の
通
所
施
設
と
し
て
、
昨
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
せ
と
う
ち

旭
川
荘
」
で
は
、
開
設
１
周
年
を

記
念
し
て
、
「
第
１
回
　
せ
と
う

ち
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
日
ご
ろ
の
感
謝
と
地

域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
目
的
に
、

名
刀
太
鼓
や
人
形
劇
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
ま
つ
り
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所
　
せ
と
う
ち
旭
川
荘

▽
内
容
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
屋

　
台
・
バ
ザ
ー
販
売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
せ
と
う
ち
旭
川
荘

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
６
０
６

　
市
民
病
院
で
は
、
生
活
習
慣
病

教
室
を
毎
月
１
回
、
開
催
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

▽
定
員
　
30
人（
病
院
食
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費
　
５
０
０
円（
食
事
付
き
）

　
　
　
　
　
１
０
０
円（
食
事
な
し
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
２
３
４

▽
日
時
　
10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

▽
内
容
　「
生
活
習
慣
病
を
予
防

　
し
て
、
元
気
に
暮
ら
そ
う
！
」

▽
講
師
　
谷
本
憲
子
保
健
師
、
若

　
松
規
子
栄
養
士

▽
参
加
費
　
無
料
（
事
前
連
絡
不
要
）

※
介
護
・
健
康
用
品
の
展
示
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
３
６
６

　
瀬
戸
内
市
で
栽
培
し
た
お
米
、

「
こ
し
ひ
か
り
」「
中
国
１
９
２
号
」

「
中
国
胚
２
０
２
号
」「
は
い
い
ぶ

き
」「
朝
日
」
の
５
品
種
に
つ
い

て
、
食
味
会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
食
味
会
は
、
試
験
栽
培
を

継
続
す
る
た
め
の
判
断
材
料
と
し

て
行
う
も
の
で
、
炊
い
た
５
品
種

の
お
米
を
食
べ
比
べ
、
消
費
者
と

し
て
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
目
的

で
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
お
米
の

食
味
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

　
　
瀬
戸
内
市
振
興
公
社
で
は
、

次
の
と
お
り
食
味
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
①
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
②
午
後
12
時
30
分
〜

　
　
　
　
③
午
後
２
時
〜

※
い
ず
れ
の
回
も
30
分
程
度
で
終

　
了
し
ま
す
。

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館
多
目
的

　
　
　
　
ホ
ー
ル

▽
定
員
　
各
回
30
人
程
度

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
直
接
申
込
先
に
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
10
月
23
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市
産
業
振
興
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
９
３
４

　
普
段
な
か
な
か
出
会
い
の
機
会

が
な
い
と
い
う
独
身
の
人
、
日
本

の
エ
ー
ゲ
海
に
沈
む
夕
日
を
見
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
も
、
牛
窓
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
催
で
素
敵
な
出
会
い

の
場
を
お
手
伝
い
す
る
イ
ベ
ン
ト

生
活
習
慣
病
教
室

お
米
の
食
味
モ
ニ
タ
ー

あ
じ
さ
い
講
座

牛
窓
文
化
月
間
２
０
０
９

お
月
見
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

せ
と
う
ち
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

サ
ン
セ
ッ
ト
・
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
in
ホ
テ
ル
リ
マ
ー
ニ

健診名 月　日 対　象

乳児健診
（４・５ヵ月児）

乳児健診
（９・10ヵ月児）

１歳６ヵ月児健診

２歳児健診

３歳児健診

10月20日（火） 平成21年5月生

平成21年1月生

平成20年3月生

平成19年6月生

平成18年4月生

10月21日（水）

10月14日（水）

10月8日（木）

10月28日（水）

　場所　ゆめトピア長船
　受付時間　午後１時15～45分

▽
▽

子どもの健診

くらしの情報くらしの情報

（財）
　ポリオは「小児マヒ」と呼ばれ、生ワクチ
ンを口から飲む予防接種です。以前は流行を
繰り返していましたが、予防接種の効果で現
在は、国内での自然感染は報告されていません。
　しかし、現在でもインド、アフリカなどで
はポリオの流行があり、海外との交流も多い
時代なので、予防のためにワクチンを飲んで
免疫を付けておきましょう。
▽日時　10月７日（水）午後１時30分～２時
▽場所　ゆめトピア長船
▽対象年齢　生後３カ月～生後90カ月
▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与
▽接種料金　無料
▽持参するもの　①母子健康手帳
　　　　　　　　②予診票（記入したもの）
▽接種に際してのお願い　発熱や下痢をして
　いるとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は、会場にもあります）。
■問い合わせ先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

ポリオ予防接種

10月納期の市税
市県民税［３期］

国民健康保険税［４期］

介護保険料［４期］

納付期限は１１月２日    

（月）です。
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育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

心配ごと相談（ゆめトピア長船）9：00～12：00

精神保健福祉相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

体協　ダブルステニス大会（邑久スポーツ公園テニスコート）9：00～
体協　秋季ソフトボール大会（邑久スポーツ公園野球場・長船スポーツ公園多目的広場）8：30～
体協　秋季ソフトバレーボール大会（牛窓中学校体育館）9：00～
第23回備前長船菊花展開幕（10月18日～11月15日）

なやみごと相談（ゆめトピア長船）10：00～12：00
精神保健福祉相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00
乳幼児こころの健康相談（ゆめトピア長船）14：00～15：00

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00

乳幼児こころの健康相談（ゆめトピア長船）14：00～15：00

体協　秋季バレーボール大会（長船スポーツ公園体育館）8：45～

体協　歩こう会（牛窓ヨットハーバーコース）9:00牛窓支所集合

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00

住宅増改築相談（瀬戸内市役所）9：00～15：00

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

瀬戸内市文化祭（市中央公民館）9：00～17：00

行政・なやみごと相談（瀬戸内市役所）10：00～12：00
消費生活相談（瀬戸内市役所）9：00～12：00
知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

体育の日

体協　スポーツフェスティバル2009（邑久スポーツ公園一帯）9：00～

スポ少　小学生秋季バレーボール交歓大会（邑久B&G海洋センター体育館）9：00～
Ｂ＆Ｇセーリングレベルアップ講習会（牛窓ヨットハーバー）9：00～
瀬戸内市文化祭（市中央公民館）9：00～16：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

行政・なやみごと相談（牛窓町公民館）10：00～12：00

心配ごと相談（牛窓町公民館）9：00～12：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

体協　卓球ミックスダブルス80才以上交流大会（牛窓体育館）9：30～

体協　市長杯ペタンク大会（邑久スポーツ公園）9：00～

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

くらしの情報くらしの情報

　
岡
山
刑
務
所
で
は
、
次
の
と
お

り
、
第
24
回
岡
山
地
区
矯
正
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
に
も
、
矯
正
施
設

に
お
け
る
被
収
容
者
の
処
遇
や
実

情
を
知
る
良
い
機
会
と
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時

・
10
月
24
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
10
月
25
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所
　
岡
山
刑
務
所
（
岡
山
市

　
牟
佐
７
６
５
）

▽
内
容
　
被
収
容
者
制
作
の
文
芸

　
作
品
の
展
示
、
刑
務
所
作
業
製

　
品
の
展
示
即
売
、
所
内
見
学
な
ど

▽
開
催
テ
ー
マ
　
「
防
ご
う
　
犯

　
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
　
立
ち

　
直
り
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
刑
務
所

　
　
０
８
６
―
２
２
９
―
２
５
３
４

献
体
に
ご
協
力
を

岡
山
地
区
矯
正
展

介
護
教
室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

人の動き

39, 498

18, 838

20, 660

14, 337

人口

　男

　女

世帯

人

人

人

戸

（－13）

（＋ 1）

（－14）

（＋24）

《平成２１年 ９月１日現在》

　サラリーマン（厚生年金・共済組合の加入

者）の被扶養配偶者は、「第三号被保険者」と

して国民年金に加入していますが、配偶者が

退職（失業）して失職すると、夫婦ともに国

民年金の「第一号被保険者」になります。

　その場合、国民年金の窓口で「第一号

被保険者」になるための手続きを行い、月

額１４，６６０円（１人当たり）の保険料を納

めることになります。

※第一号被保険者は、原則、20歳以上 60歳

　未満の人に限られます。

■前納のお勧め

　国民年金には、１年分または６カ月分など、

定められた月数分について、保険料を前納す

ると割引になる制度があります。

　退職（失業）された人について、夫婦２人

で国民年金の保険料を納めるのは大変ですが、

ある程度の蓄えがある人には、将来の老齢基

礎年金の年金額の減額を防ぐためにも、前納

制度を利用することをお勧めします。

　前納の割引率は、最大で年２．１％（口座振

替で平成 21 年度の１年分の保険料を前納し

た場合の実績）となっています。

※平成 22 年度の１年分の保険料の前納額な

　どは、平成 22 年２月の上旬までに公表さ

　れる予定です。

■退職（失業）時の特例免除制度

　保険料を納めることが経済的に困難な場合、

窓口に申請して、認められれば保険料の納付

を免除される制度があります。

　この申請免除には所得制限があり、申請者本

人はもちろん世帯全員の前年の所得が審査の対

象となりますが、特に、配偶者が免除申請する

年度またはその前年度に退職（失業）した場合

は、「特例免除」といって、退職した配偶者本

人の所得の状況を除外して審査が行われます

ので所得制限の審査のハードルが低くなります。

　免除制度を利用すると、次のようになります。

①免除された期間は老齢基礎年金・老齢厚生

　年金の受給資格期間の25年に算入されます。

②免除された期間は老齢基礎年金の１／２の

　年金額が保障されます。

③万一、障害や死亡といった不慮の事故が発

　生したときに、障害基礎年金・遺族基礎年

　金を受け取ることができる場合の受給資格

　期間に算入されます。

※その他、免除制度、前納制度等の詳細につ

　いては、市市民課または社会保険事務所に

　お問い合わせください。

■問い合わせ先

　市市民課　　０８６９ー２２ー１７９０
　岡山東社会保険事務所　　０８６ー２７０ー７９２８

　
献
体
と
は
、
信
頼
で
き
る
医
師

を
育
て
る
た
め
、
自
ら
の
意
志
に

よ
り
死
後
、
自
分
の
遺
体
を
大
学

へ
無
償
で
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　
岡
山
大
学
医
学
部
内
に
は
、
献

体
を
無
償
で
大
学
へ
提
供
す
る
有

志
の
団
体
「
と
も
し
び
会
」
が
あ

り
ま
す
。

　
解
剖
学
実
習
は
、
医
学
生
や
歯

学
生
に
と
っ
て
、
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で
す
。

　
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
人
体
の

解
剖
は
、
献
体
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
と
医
療
に
対
す
る
責
任
と

自
覚
を
持
つ
精
神
的
教
育
を
受
け

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
が
必
要
で
す
。
献
体
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
と
も
し
び
会
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　
　
０
８
６
―
２
３
５
―
７
０
９
２

配偶者の退職（失業）により第三号被保険者の資格を失ったとき

▽
日
時
　
10
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
〜
４
時

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館
研
修
室

▽
演
題
　
う
つ
？
　
う
つ
病
は
「
怠
け
」

　
で
も
「
認
知
症
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん

▽
講
師
　
谷
原
弘
之
林
病
院
臨
床
心
理
士 

　（
岡
山
Ｅ
Ａ
Ｐ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
所
長
）

▽
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
久
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
９
５
０
３



☆両親　亘・ゆかりさん
☆両親から　お姉ちゃんとずっと仲良し姉妹で
　いてね！
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み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場
み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

冠
句

固
い
椅
子
　
肩
書
何
時
か
消
え
て
去
る

老
い
の
幸
　
日
々
是
好
日
と
云
う
悟
り

暑
苦
し
　
戦
終
わ
り
し
日
の
記
憶

怠
け
癖
　
父
の
叱
声
胸
を
打
つ

暑
苦
し
　
我
が
雑
念
を
制
し
得
ず

み
め
ぐ
み
に
唯
感
涙
に
明
け
暮
れ
る

内
田
　
敏
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

舟
積
由
紀
子
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

野
口
　
道
子
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

福
本
寿
賀
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

益
田
　
廣
子
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

叱
ら
れ
る
幸
せ
老
の
秋
灯
下

吉
川
　
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

俳
句

片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

短
歌

老
人
の

足
を
鍛
え
る
万
歩
計
　

瀬
戸
内
諸
島

秋
の
訪
れ

文
芸
コ
ー
ナ
ー

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

読
書
の
秋
そ
し
て
食
欲
の
秋
…

人
そ
れ
ぞ
れ
に
秋
の
感
じ
方
、

過
ご
し
方
は
違
う
け
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
く
な
る
の
が
こ
の
季
節
。
い

よ
い
よ
秋
本
番
で
す
ね
。
冬
の

足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
前
に
、

何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
も
の
で
す
。
▼
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
の
兆
し
を
見

せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
予

防
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
、
健

康
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　 

利
光

　
　

▼
夏
を
過
ぎ
て
随
分
過
ご
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
ね
。
ク
ー
ラ

ー
を
使
わ
な
い
わ
が
家
も
や
っ

と
暑
さ
か
ら
解
放
。「
今
ま
で

我
慢
し
た
ん
だ
か
ら
、
こ
の
涼

し
さ
を
も
っ
と
楽
し
ま
ね
ば
！
」

と
い
ま
だ
に
パ
ン
ツ
一
枚
で
寝

て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
風
邪
を

ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
快

適
さ
と
引
き
替
え
に
季
節
感
を

失
っ
た
毎
日
を
送
り
が
ち
。
少

し
だ
け
窓
を
開
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
深

ま
っ
て
い
く
秋
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
　
ナ
ベ

　
　 編

集

後

記

せ
と
う
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス

羽
ば
た
け
！

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
兄
弟

　
皆
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

と
い
う
競
技
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
通
称
ス
ポ
チ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
の
競
技
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

よ
く
遊
ん
だ
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
」

に
、
新
し
い
安
全
な
用
具
を
取
り
入

れ
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
行
う
こ
と
で
、

健
康
で
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
確

立
し
た
も
の
で
す
。

　
玉
野
市
に
本
部
を
置
く
Ｔ
Ｓ
Ｋ
ス

ポ
チ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
瀬
戸
内
市
内

で
も
活
動
し
て
い
て
、
長
船
教
室
で

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
30
人

　

　
兄
と
弟
、
２
人
そ
ろ
っ
て
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
重
量
挙
げ
）
競

技
で
活
躍
す
る
森
兄
弟
。

　
東
岡
山
工
業
高
校
に
通
う
、
兄
の

蔵
寛
さ
ん
は
、
８
月
に
奈
良
県
で
開

催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
見
事
、

男
子
53
　
級
で
３
位
に
。
昨
年
12
月

に
痛
め
た
左
ひ
ざ
半
月
板
の
け
が
を

克
服
し
て
の
勝
利
。
先
輩
や
家
族
の

支
え
も
あ
っ
て
、
高
校
３
年
の
夏
に

手
に
入
れ
た
銅
メ
ダ
ル
に
感
慨
ひ
と

し
お
の
様
子
で
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
大
学
に
進
ん
で
、

全
日
本
選
手
権
に
出
場
す
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　
邑
久
中
学
校
３
年
生
の
弟
、
薫
輝

さ
ん
も
ま
た
兄
の
影
響
を
受
け
、
同

じ
競
技
に
。
県
内
で
は
練
習
す
る
施

設
が
少
な
い
た
め
、
お
兄
さ
ん
が
通

う
高
校
で
練
習
に
参
加
し
て
そ
の
才

能
を
開
花
。
同
じ
く
８
月
に
大
阪
府

で
行
わ
れ
た
全
国
中
学
生
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
56
　
級
で
６
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
高
校
に
進
学
し

て
さ
ら
に
実
力
を
付
け
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
兄
弟
そ
ろ

っ
て
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
し
、
美
和
小
学

校
体
育
館
な
ど
で
毎
週
ス
ポ
チ
ャ
ン

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
長
船
教
室
で
指
導
に
あ
た
る
藤
谷

恭
信
さ
ん
は
、
７
月
に
横
浜
市
で
行

わ
れ
た
第
35
回
全
日
本
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会
基
本
動
作
の

部
で
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
チ
ャ
ン
。

皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　
藤
谷
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
２
７
７
４

△山本敏子さん（牛窓町牛窓）

投
稿
募
集
中
！

①
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙

②
短
歌
・
俳
句
・
詩

③
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
の
写
真

④
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
告
知
　
　 

な
ど

☆
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
１
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
は
写
真
と
両
親
の
名
前
、

赤
ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
、
両
親
か
ら

の
ひ
と
こ
と
）
を
明
記
の
上
、
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

市
企
画
振
興
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

☆
留
意
点

 

・
掲
載
の
都
合
上
、
投
稿
作
品
を
す
べ

　
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
原
則
と
し
て
、
原
稿
や
作
品
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
市
企
画
振
興
課

　
〒
７
０
１
―
４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
―

１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
３
１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
３
０
４

　
電
子
メ
ー
ル

　h
iro
b
a@
city.seto

u
ch
i.lg
.jp

：

FAX

田
中
　
は
な 

ち
ゃ
ん

（
邑
久
町
大
窪
）

平
成
20
年
４
月
19
日
生

☆両親　秀樹・久美子さん

☆両親から　大好き、祐樹！　いつも幸せと笑顔

　をありがとう。これからもいっぱい遊ぼうね

石
坂
　
祐
樹 

ち
ゃ
ん

　
（
邑
久
町
虫
明
）

平
成
20
年
６
月
25
日
生

よ
し 

き

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
間
中
零
野
さ
ん

△

全国大会で活躍する森兄弟（右から兄の蔵寛さん
と弟の薫輝さん、邑久町福元）

子どもも大人も大歓迎！　ただいまメンバー
募集中！（後列左から１人目が藤谷さん）

kg

kg

ま
さ 

き

ま
さ
ひ
ろ


